
 

坂城都市計画道路の変更（坂城町決定） 

 

１．都市計画道路中３・４・１号坂都１号線ほか４路線を次のように変更する。 

２．都市計画道路中３・４・６号坂都６号線を廃止する。 

種
別 

名  称 位  置 区域 構  造 

備
考 番号 路線名 起点 終点 主な経過地 延長 

構造 

形式 

車線 

の数 
幅員 

地表式の区間における 

鉄道等との交差の構造 

幹 
 
 

線 
 
 

街 
 
 

路 

3・4・1 坂都1号線 

坂城町大字

上五明字旅

屋場 

坂城町大字

南条字青木

下 

坂城・中之

条 
約6,170m 地表式 2車線 16m 

しなの鉄道との立体交差、

幹線街路との平面交差10箇

所 

 

3・4・2 坂都2号線 
坂城町大字

坂城字田町 

坂城町大字

坂城字荒井 

横町・立町

通り 
約1,660m 地表式 2車線 16m 

幹線街路との平面交差４箇

所 
 

3・4・4 坂都4号線 

坂城町大字

中之条字逆

木 

坂城町大字

中之条字開

畝 

文化センタ

ー北通り 
約540m 地表式 2車線 16m 

幹線街路との平面交差２箇

所 
 

3・4・6 坂都6号線 廃止 

3・5・10 坂都13号線 

坂城町大字

坂城字四ツ

屋 

坂城町大字

坂城字原 
神明宮 約440m 地表式 2車線 12m 

幹線街路との平面交差２箇

所  

3・5・11 坂都14号線 
坂城町大字

南条字北畑 

坂城町大字

南条字玄古 
谷川 約310m 地表式 2車線 12m 

幹線街路との平面交差２箇

所  

 

「区域及び構造は計画図表示のとおり」 

 

理 由 

本都市計画区域において社会経済情勢の変化等を勘案し、道路網の見直しを行った結果、都市計

画道路の変更を行うものである。 

併せて、都市計画法施行令の一部を改正する政令（平成 10年政令第 331号）及び都市計画 

法施行規則の一部を改正する省令（平成 10年建設省第 37号）に基づき、車線数を決定する。 

 



 

 

 

都市計画道路変更理由書 

 

坂城都市計画道路は、昭和52年と平成３年に計画決定され、幹線街路13路線のうち12路線は昭

和52年に計画決定された路線である。計画路線延長は約29kmであり、このうち整備済延長は約８

km、整備率は約27％（令和６年３月31日現在）にとどまっており、大半の路線が計画決定から50

年近く着手されていない。 

坂城都市計画道路は、高度経済成長期における人口増加、交通量の増大及び市街地の拡大を背

景として計画決定されたものである。多くの路線が当初計画決定された昭和 52 年頃は、第一次

オイルショック後の経済成長期であり、人口増加及び経済成長のもとで社会資本整備が進められ

た時期であった。また、平成３年には、関越自動車道上越線の供用（平成５年供用開始）を控え、

坂城インターチェンジに至る交通の円滑化や土地利用の増進が求められていた。 

しかし、近年は人口減少、高齢化、経済成長の鈍化等、当初計画決定当時と比べ社会情勢が大

きく変化し、住宅立地動向や民間施設の開発などが計画決定当時とは異なっているなど、それぞ

れの都市計画決定当時に想定していた将来像と現状が乖離している。また、町の上位計画におい

ては公共施設の再配置と連携した都市機能の集約を推進する方向性が示されるなど、都市像につ

いての考え方にも変化が生じている。 

このような状況を踏まえ、坂城町では、令和６年度から幹線街路の未着手路線を対象として都

市計画道路の見直しに取り組んできた。見直しに当たっては、坂城都市計画区域の整備、開発及

び保全の方針並びに坂城町第６次長期総合計画との整合を図るとともに、必要性及び実現性によ

る区間別評価、評価に基づく将来道路網の検討、将来交通量推計による検証及び評価の再整理を

行い、都市計画道路見直し方針を策定した。これらの検討を踏まえ、地域の合意形成及び関係機

関との協議が整った６路線について、都市計画道路の変更を行うものである。 

  



３･４･１号坂都１号線の変更について 

 

変更理由 

 

３･４･１号坂都１号線は、上五明地区と南条地区を結ぶ路線で、計画延長約 6,620m、計画幅員

16m、起点は県道 77 号長野上田線、終点は３・５・７号坂都７号線（国道 18 号）であり、昭和 52

年に都市計画決定されている。 

計画決定当初は、南北の幹線道路である３・５・７号坂都７号線と県道上田稲荷山線（現 県道 77

号長野上田線）を結び、千曲川右岸地域と左岸地域を連絡する東西幹線として、広域的な交通処理

を担うとともに、市街地外縁に位置する環状線として、３・５・７号坂都７号線に集中する交通を

分散する役割を担う路線として計画決定した道路である。 

整備状況は、千曲川渡河部を含めて整備率は 62％であるが、町の幹線道路として着実に整備が進

められており、計画決定当初に期待された沿線施設の立地促進等の役割を果たしつつある。 

未整備区間のうち終点側の約 390ｍ区間の北側には、千曲川の両岸を結ぶ鼠橋と直結し、３・３・

１３号上田篠ノ井線につながる幹線道路として、平成６年に道路幅員 16ｍの町道 A01 号線が整備

されており、代替路として機能している。 

また、終点からおよそ 1,000mの地点にある約 270ｍ区間は、既存道路用地を最大限に活用し、旧

道に沿った緩やかな曲線の線形として昭和 52 年に都市計画決定されたが、平成 21 年の整備時に、

走行の安全性を考慮して直線的に整備したため、都市計画決定線と整備済みの線形にわずかな不整

合が生じている。その結果、今後整備する予定のない私有地にも都市計画制限が残っている状況で

ある。 

このため、終点側の約 390ｍについては、町道 A01 号線により代替機能が確保されていることか

ら、当該区間を廃止する。また、都市計画決定線と現道の線形に不整合が生じている区間約 270ｍ

については、現道の線形に合わせて 210ｍに都市計画変更することで都市計画制限の適正化を図る。 

併せて、都市計画法施行令の一部を改正する政令（平成 10 年政令第 331 号）及び都市計画法施

行規則の一部を改正する省令（平成 10年建設省第 37号）に基づき、車線数を決定する。 

なお、上記区間を廃止した道路網における将来交通量推計の結果においても、大きな支障はないこと

を確認している。 

 

  



３･４･２号坂都２号線の変更について 

 

変更理由 

 

３･４･２号坂都２号線は、坂城地区内を通る路線で、計画延長約 2,190m、計画幅員 16m、起点は

３･４･１号坂都１号線、終点は町道 A02号線である。昭和 52年に都市計画決定され、以後、1回の

都市計画変更を行っている。 

計画決定当初は、３･４･１号坂都１号線と坂城駅を結び、坂都３号線を介して北部市街地の環状

道路を形成することで、市街地内の交通処理を担うとともに、市街地東側への都市的土地利用の展

開を見据えた路線として計画決定した道路である。 

整備状況は、起点側 150ｍの整備が完了し、整備率は７％にとどまっているが、坂城駅周辺は、

令和６年に策定した坂城町立地適正化計画において中心拠点として位置付けられており、駅周辺の

近隣商業地域及び第 1種住居地域は都市機能誘導区域、居住誘導区域に位置付けられていることか

ら、コンパクトなまちづくりを目指す中でも本路線の大半は今後も整備が必要な路線である。 

しかし、３・４・３号坂都３号線との交差部から終点にかけては、計画決定当初に想定していた

市街化が進展しておらず、坂城町立地適正化計画においても居住誘導区域から除外されており、都

市機能や居住の集積を図る区域として位置付けられていないため、都市計画道路として存続させる

必要性は低いと判断される。このため、３・４・３号坂都３号線交差部から終点までの一部区間に

ついて廃止する。 

なお、上記区間を廃止した道路網における将来交通量推計の結果においても、大きな支障はないこと

を確認している。 

 

  



３･４･４号坂都４号線の変更について 

 

変更理由 

 

３･４･４号坂都４号線は、中之条地区と坂城地区を東西に結ぶ路線で、計画延長約 810m、計画幅

員 16m、起点は３・５・７号坂都７号線（国道 18号）、終点は町道 0180号線交差部であり、昭和 52

年に都市計画決定されている。 

計画決定当初は、南北の幹線道路である３・５・７号坂都７号線（国道 18号）と３･４･１号坂都

１号線を結び、市街地内の交通処理を担うとともに、市街地東側への都市的土地利用の展開を見据

えた路線として計画決定した道路である。 

整備状況は、起点側から３･４･１号坂都１号線交差部までの 540ｍ区間の整備が完了し、整備率

は 67％で、整備済みの起点側、３・５・７号坂都７号線（国道 18 号）から３･４･１号坂都１号線

交差部間は都市計画マスタープランにおいても幹線道路として位置付けられており、計画決定当初

の機能を果たしつつある。 

一方、３･４･１号坂都１号線交差部から終点にかけては幅員７ｍの現道があるが未整備であり、

沿道には坂城町図書館が存在するが、その他はほぼ田畑で、図書館来館者の出入りは建物南側の道

路となっているため、当該区間の自動車交通及び歩行者の利用は少なく、今後の交通需要の大幅な

増加も見込みにくい。 

また、当該路線区間は令和６年に策定した坂城町立地適正化計画において都市機能誘導区域内に

存在しているが、沿線に都市機能施設や公共交通施設が存在する３･４･１号坂都１号線の沿線地域

として都市機能誘導区域に位置付けているものであり、当該誘導区域内における当該路線区間の有

効性は低いと判断できる。 

以上のことから、３･４･１号坂都１号線交差部から終点までの区間については、当初期待された

居住地整備等の都市施設充実に資する効果が限定的であり、都市計画道路として存続させる必要性

は低いと判断されるため、当該区間を廃止する。 

併せて、都市計画法施行令の一部を改正する政令（平成 10 年政令第 331 号）及び都市計画法施

行規則の一部を改正する省令（平成 10年建設省第 37号）に基づき、車線数を決定する。 

なお、上記区間を廃止した道路網における将来交通量推計の結果においても、大きな支障はないこと

を確認している。 

 

  



３･４･６号坂都６号線の変更について 

 

変更理由 

 

３･４･６号坂都６号線は、南条地区内を東西に通る路線で、計画延長約 280m、計画幅員 16m、起

点は３・５・７号坂都７号線（国道 18 号）、終点は３･４･１号坂都１号線であり、昭和 52 年に都

市計画決定されている。 

計画決定当初は、南北の幹線道路である３・５・７号坂都７号線（国道 18号）と３･４･１号坂都

１号線を結び、市街地内の交通処理を担うとともに、良好な居住環境の形成を見据えた路線として

計画決定した道路である。 

しかし、整備状況は全線未整備であり、計画区域周辺は 3.0ｍ以上の浸水想定区域であることか

ら、令和６年に策定した坂城町立地適正化計画における誘導区域から除外されており、また、同計

画においては、今後は誘導区域内に都市機能の集約を推進する方向性が示されている。 

このため、当該路線については、計画決定当初に期待された市街地内交通処理及び居住環境形成

に係る必要性が低下していると判断されることから、３･４･６号坂都６号線を廃止する。 

なお、本路線を廃止した道路網における将来交通量推計の結果においても、大きな支障はないこ

とを確認している。 

 

  



３･５･10号坂都 13号線の変更について 

 

変更理由 

 

３･５･10号坂都 13号線は、坂城地区内を東西に通る路線で、計画延長約 1,120m、計画幅員 12m、

起点は３・５・７号坂都７号線（国道 18 号）、終点は大字坂城字入田地籍である。昭和 52 年に都

市計画決定され、以後、1回の都市計画変更を行っている。 

計画決定当初は、南北の幹線道路である３・５・７号坂都７号線（国道 18号）と３･４･１号坂都

１号線を結び、市街地内の交通処理を担うとともに、沿道における良好な居住環境の形成及び市街

地東側への都市的土地利用の展開を見据えた路線として計画決定した道路である。 

整備状況は全線未整備となっているが、起点から３･４･１号坂都１号線交差部間は、令和６年に

策定した坂城町立地適正化計画において居住誘導区域に指定されており、今後も生活サービス機能

の持続的な維持に向けた整備が望まれる区間である。 

一方、３･４･１号坂都１号線交差部から終点にかけては、居住誘導区域から除外されており、都

市機能や居住の集積を図る区域として位置付けられていない。また、周辺の土地利用動向を踏まえ

ると交通需要の大幅な増加は見込みにくく、当該都市計画道路の必要性は低下していると判断され

ることから、３･４･１号坂都１号線交差部から終点までの区間を廃止する。 

併せて、都市計画法施行令の一部を改正する政令（平成 10 年政令第 331 号）及び都市計画法施

行規則の一部を改正する省令（平成 10年建設省第 37号）に基づき、車線数を決定する。 

なお、上記区間を廃止した道路網における将来交通量推計の結果においても、大きな支障はないこと

を確認している。 

 

  



３･５･11号坂都 14号線の変更について 

 

変更理由 

 

３･５･11号坂都 14号線は、南条地区内を東西に通る路線で、計画延長約 960m、計画幅員 12m、

起点は３・５・７号坂都７号線（国道 18 号）、終点は町道 A04 号線であり、昭和 52 年に都市計画

決定されている。 

計画決定当初は、南北の幹線道路である３・５・７号坂都７号線（国道 18号）と３･４･１号坂都

１号線を結び、市街地内の交通処理を担うとともに、沿道における良好な居住環境の形成及び市街

地東側への都市的土地利用の展開を見据えた路線として計画決定した道路である。 

整備状況は全線未整備となっているが、起点から３･４･１号坂都１号線交差部間は、令和６年に

策定した坂城町立地適正化計画において居住誘導区域に指定されており、今後も生活サービス機能

の持続的な維持に向けた整備が望まれる区間である。 

一方、３･４･１号坂都１号線交差部から終点にかけては、坂城町立地適正化計画において居住誘

導区域に指定されているものの、並行する３・４・５号坂都５号線が、平成３年の都市計画変更に

より千曲川両岸を結ぶ東西の幹線道路として、３・３・１３号上田篠ノ井線交差部から３・５・７

号坂都７号線交差部まで延伸されたことにより、当初想定していた交通処理能力の必要性が低下し

ている。また、当該区間と並行して、南側及び北側に約 80ｍの間隔で幅員約６ｍの現道が２路線存

在しており、都市計画道路と比較して機能は劣るものの、一定の代替機能を有していることから、

当該都市計画道路の必要性は低下していると判断される。 

以上のことから、当該区間については、都市計画道路として存続させる必要性は低いと判断され

るため、３･４･１号坂都１号線交差部から終点までの区間を廃止する。 

併せて、都市計画法施行令の一部を改正する政令（平成 10 年政令第 331 号）及び都市計画法施

行規則の一部を改正する省令（平成 10年建設省第 37号）に基づき、車線数を決定する。 

なお、上記区間を廃止した道路網における将来交通量推計の結果においても、大きな支障はないこと

を確認している。 

 



坂城小学校

村上小学校

南条小学校

坂城中学校

坂城町役場 坂城高等学校

(主 )坂城インター線

国
道

18
号

(一
) 上

室
賀
坂
城
停
車
場
線

(一 )新田坂城停車場線

(
一

)
新
田
坂
城
停
車
場
線

( 一 ) 新田坂城停車場線

(
主

)
長
野
上
田
線

3・4・4 号　坂都 4号線
(L= 約 810m)　(-)
 L= 約 540m　2 車線 W=16m

3・
4・

1
号
　
坂
都

1
号
線

(L=
約

6,620m)　
  （

-）　
 L=

約
6,170m　

  2
車
線
　
W=16m

削
除
区
間

 L=
約

390ｍ

3・5・10 号　坂都 13 号線
(L= 約 1,120m)  (-)  
 L= 約 440m　  2 車線 W=12m

3・5・11 号　坂都 14 号線
（L= 約 960m）　（-）
 L= 約 310m　2 車線 W=12m

3・4・6 号　坂都 6号線
L= 約 280m　       W=16m
削除区間　L=280ｍ（全線）

削除区間
L= 約 650m

削除区間
L= 約 270m

削除区間
L= 約 680m

削
除
区
間

L
=
約

53
0
m

3
・
4
・
2
号
　
坂
都

2
号
線

(
L=

約
2
,
1
9
0m
)
  
(
-
)

 
L=

約
1
,
6
6
0m
　
2
車
線
　
W=
1
6
m

変
更
区
間

(L=
約

270ｍ
)

 L=
約

210ｍ

変更後区間

削除区間

既決定区間

凡　　例

坂城都市計画道路の変更 総括図（坂城町決定）
3・4・1号　　坂都 1号線の変更
3・4・2号　　坂都 2号線の変更
3・4・4号　　坂都 4号線の変更
3・4・6号　　坂都 6号線の廃止
3・5・10 号 　坂都 13 号線の変更
3・5・11 号　 坂都 14 号線の変更
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